
 

 

 

 

 

 

 

 

STEP 1 プラグイン詳細設定を行う 

  

 

 

 

 

 

サブテーブルを作成している集計元になるアプリ（ここでは日報）のプラグイン 

詳細設定を開きます。 

 

 

 

 

① 今開いているアプリ（ここでは日報）の API トークンを入力します。 

API トークンを作成するをクリックすると作成画面に遷移します。 

（必要な権限：レコード閲覧にチェックをして作成をしてください。） 

 

② 集計先アプリ（ここでは案件管理）の API トークンを入力します。 

同じく API トークンを作成するをクリックすると作成画面に遷移します。 

（必要な権限：レコード閲覧・レコード編集にチェックをして作成してください。） 

 

 

 

サブテーブル集計プラグイン 

サブテーブルの内の更新キーフィールドを元に、数値の集計・テーブル行数のカウントを

行い別アプリのレコードを更新するプラグインです。 

今回はアプリ「日報」「案件管理」を使って解説します。 

日報登録時に、案件名が同一の案件管理アプリレコードへ稼働時間の集計を行うよう

に設定します。 



 

集計条件設定を無効にする場合 

 

  
③ 集計元（日報）アプリ内のサブテーブルを選択します。 

集計元更新キーフィールド：サブテーブル内の文字列・数値フィールド 

集計先更新キーフィールド：②で選択したアプリ内の重複禁止設定されたフィールド 

 

④ 集計先（案件管理）フィールド：アプリ内の数値フィールド 

集計元（日報）フィールド：サブテーブル内の数値・計算フィールド 

計算タイプ：数値集計もしくは行数カウント 

計算方法：加算もしくは減算 

 

 

集計条件設定を有効にする場合 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集計条件設定を有効にすると赤枠内の選択項目が表示されます。 

 

条件フィールド：サブテーブル内の「ドロップダウン」「ラジオボタン」「文字列一行」 

「数値」フィールド 

条件：一致条件を選択して下さい。（＝もしくは≠） 

条件値：条件フィールドでドロップダウン又はラジオボタンフィールドを選択した場合 

→選択したフィールドの保有する値 

文字列一行又は数値を選択した場合 

→任意の文言を入力 

 

設定は以上で完了です。 

 

 

STEP 2 レコードを追加してみましょう 

 

日報（集計元アプリ）のレコードを追加します。 

今回はサブテーブルで案件ごとの対応時間を入力しました。 

 

 

 

保存後、サブテーブル集計完了と表示されます。 

 

どういう場合に使う？ 

 

例えば 

テーブルの中に「区分」というドロップダウンフィールドを作り、「営業」「開発」「経理」 

等選択肢をもたせて、選択されたドロップダウンに応じて、集計先を変えたい場合 

 



 

 

案件管理（集計先アプリ）の該当レコードの合計稼働時間が更新されました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

注意事項  

●通常集計機能について 

集計先フィールドの現在の値に対して、計算を行います。 

 

●一括更新機能について 

集計先フィールドの値をリセットし、現在存在するすべてのレコードを再計算します。 

 

●条件の優先度について 

条件が重複し、同一集計先フィールドへの更新が複数発生した時、より下層の設定が適用されます。 

 

●動作環境について  

 

・kintone の動作環境に準じます。 

・モバイルは非対応です。 

・safari をお使いの場合、ダウンロードされたファイルが自動的に解凍されますので、 以下の設定をお願いします。 

⇒safari の環境設定から「一般」をクリック、一番下の「ダウンロード後、安全なファイルを開く」の 

チェックを外す  

 

・一括更新機能については、ご利用のパソコンのスペック・ネットワークの通信速度、 

対象レコード数により処理時間が異なり、また動作が停止する場合がございます。 

スペックアップ又はメモリ使用量の低い状態での実行をご検討くださいませ。 

 

書き出し実行時間例：レコード件数 10 万件の場合 

・PC スペック 

CPU: intel Core i7 2.9GHz 

メモリ: 16GB 

OS: macOS 

・ブラウザ：Chrome・・・約 3 分 

 

●アクセス権について  

 

プラグインで設定している項目にアクセス権限を付与すると、プラグインが正常に動作しなくなります。 

 

 ●ゲストスペースでのご利用について  

 

連携元、連携先ともにゲストスペース内アプリ→ご利用不可 

※今後のアップデートで対応予定 

連携元（通常スペース内アプリ）、連携先（ゲストスペース内アプリ）→ご利用不可  

連携元（ゲストスペース内アプリ）、連携先（通常スペース内アプリ）→ご利用不可 

 


